
金

議岡

集

の

検

討

l
l浄
土
宗
見
聞
上
・
下
に
つ
い
て
｜
｜

中

燦

暁

秀

付

金
網
集
に
つ
い
て

金
網
集
は
身
延
二
祖
日
向
〈
一
二
五
三

i
一
＝
二
四
〉
が
、
宗
祖
晩
年
の
身
延
山
で
の
講
義
を
聴
聞
・
記
録
し
、
自
ら
見
聞
す
る
と
こ

ろ
を
追
加
し
て
、
こ
れ
を
諸
宗
破
立
・
問
答
用
意
の
大
綱
の
心
得
た
ら
し
め
る
た
め
に
、
広
く
諸
宗
の
経
・
論
・
釈
・
疏
の
文
言
を
渉
猟

〈”〉

し
て
、
こ
れ
を
例
え
ば
「
華
厳
宗
見
開
」
・

た
も
の
で
あ
る
ov

「
真
言
宗
見
聞
」
等
と
諸
宗
に
配
し
て
整
理
篇
輯
し
て
、
総
括
し
て
『
金
網
集
』
と
題
さ
れ

古
来
よ
り
身
延
門
流
の
秘
書
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
た
有
名
な
も
の
で
、
現
存
の
写
本
は
身
延
三
世
日
進
・
四
世
田
善
、
及
び
目
玉
丸
等

の
手
に
よ
っ
て
な
り
、
ま
た
、
中
山
門
流
で
は
三
世
日
祐
の
弟
子
分
で
あ
る
等
覚
院
日
全
（

l
l
一
三
四
四
〉
そ
の
他
の
人
々
に
よ
っ
て

筆
写
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
嘉
暦
か
ら
建
武
の
頃
、
す
な
わ
ち
、
日
向
入
寂
の
正
和
三
（
一
三
一
回
〉
年
か
ら
、
十
四
・
五
年
i
二
十
二

二
二
年
の
後
に
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
勺

日
祐
の
『
本
尊
聖
教
録
』
に
は
「
金
綱
集

十
帖
」

ハO
不
全
一
ー
四
一
一
一
頁
）
・
「
金
網
集

十
帖
抄
」

ハ
同
〉
と
記
し
、
茂
原
妙
光

寺
四
世
日
海
の
『
初
心
行
者
位
見
聞
』
に
は
「
日
向
御
書

十
帖
」

〈
写
本
立
正
大
蔵
・
第
一
一
ノ
一
九
頁
右
）
と
記
し
、
古
来
十
巻
本

金
銅
集
の
検
討
〈
中
傑
〉



金
網
集
の
検
討
（
中
傑
〉

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
現
今
の
金
網
集
は
十
四
帖
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
調
巻
の
異
な
り
と
同
時
に
他
の
番
目
が
加
わ
っ
た

ハ

sv

た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
金
網
集
は
、
宗
祖
直
弟
の
著
作
と
し
て
は
最
も
大
部
の
も
の
で
あ
る
が
、
金
網
集
が
何
ゆ
え
に
編
ま
れ
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
た
だ
宗
祖
が
再
三
に
わ
た
っ
て
『
一
代
五
時
図
』

集
述
作
の
縁
由
は
『
日
蓮
華
街
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
・
『
一
代
五
時
鶏
図
』
等
を
図
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
恐
ら
く
金
網

『
一
代
五
時
図
』
等
に
基
づ
く
釈
尊
一
代
の
教
説
の
位
置
づ
け
と
、
各
経
典

が
、
そ
の
主
眼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

を
依
経
と
す
る
各
宗
の
位
置
づ
け
、
等
を
継
承
す
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
綿
密
に
し
て
、
諸
宗
の
主
張
を
明
瞭
に
す
る
こ
と

『
一
代
五
時
図
』
等
が
華
厳
・
阿
含
・
方
等
・
般
若
・
法
華
湿
鍵
の
五
時
教
判

国
相
伝
な
ど
に
つ
い
て
接
説
じ
、

金
網
集
は
各
宗
を
柱
と
し
て
、

そ
の
特
徴
的
教
義
を
掲
げ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

そ
の
宗
の
依
経
、

依
論
、

祖

を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
各
宗
の
配
当
を
図
示
す
る
の
に
対
し
、

師

金
網
集
は
諸
宗
の
破
折
も
さ
る
こ
と
な
が

( 90 ) 

ら
、
各
宗
の
主
張
の
紹
介
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
諸
宗
の
破
立
の
素
材
と
し
て
金
綱
集

が
編
ま
れ
た
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
金
綱
集
に
は
宗
祖
の
遺
文
と
共
通
す
る
文
が
か
な
り
散
見
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
及
び
『
真
言
見

聞
』
が
、
金
網
集
の
「
真
言
宗
見
聞
」
と
、

『
本
門
戒
体
抄
』
が
金
綱
集
の
「
小
乗
三
宗
見
聞
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
全
面
的
に
共
通
す
る
。

そ
し
て
、
例
え
ば
定
遺
統
編
所
収
の
『
真
言
宗
見
聞
』
の
約
八
割
、
曽
て
身
延
山
に
存
し
た
『
祈
祷
抄
』
の
後
半
部
分
、
同
じ
く
身
延
曽

存
の
『
聖
密
房
御
番
』
の
伸
程
の
約
九
百
字
が
）
金
網
集
と
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
類
似
乃
至
僅
少
部
分
共
通
の
も
の
は
数
多

く
存
す
る
。

加
え
て
、
宗
祖
滅
後
の
上
代
に
は
、
金
綱
集
と
基
盤
を
共
通
す
る
典
籍
が
数
点
存
い
な
特
に
日
全
の
『
法
華
問
答
正
義
抄
』

〈
写
本
立



正
大
蔵
〉
は
、
金
網
集
を
「
久
遠
寺
抄
」

な
お
金
網
集
の
「
真
言
宗
見
聞
」
と
『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
・
『
真
言
見
開
』
の
二
書
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
英
修
博
士
が
『
不

受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
に
詳
述
さ
れ
、
浅
井
円
道
博
士
は
金
網
集
の
「
真
言
宗
見
聞
」
を
論
の
中
心
に
据
え
て
、
遺
文
・
金
網
集
－

av 

法
華
問
答
正
義
抄
の
真
言
批
判
の
素
材
に
つ
い
て
の
対
比
を
『
大
崎
学
報
』
一
三
五
号
に
論
究
さ
れ
、
金
網
集
の
「
小
乗
三
宗
見
聞
」
と

『
本
門
戒
体
抄
』
と
の
同
異
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
先
生
の
古
稀
記
念
論
文
集
所
収
の
拙
稿
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
願
い
た
い
。

・
「
久
遠
寺
御
抄
」
と
呼
ん
で
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
ov

七主

「
浄
土
宗
見
聞
」
上
・
下
の
検
討

宗
全
一
三
巻
所
収
の
金
網
集
第
四
「
浄
土
宗
見
聞
」
上
、
第
五
「
浄
土
宗
見
開
」
下
、
の
内
容
項
目
は
左
の
表
ハ
I
〉
の
通
り
、
上
が

( 91) 

十
一
、
下
が
二
十
三
の
三
十
四
項
目
で
あ
る
。

表
ハ

I〉

第
四
巻
浄
土
宗
見
聞

（上〉

1
、
浄
土
宗
三
経
一
論
事

2
1
浄
土
宗
祖
師
事

3
、
血
脈
事

4
、
無
量
寿
経
〈
巻
上
）

5
、
阿
弥
陀
経

6
、
観
無
量
寿
経

（
宗
全
＝
ニ
巻
の
頁
数
〉

一二

O

一二

O

一
二
一
一
二
一
－二一一一
一
二
四

金
網
集
の
検
討
〈
中
傑
〉



金
調
集
の
検
討
（
中
傑
）

7
パ
散
善
義
ハ
善
導
〉

8
バ
往
生
礼
讃
ハ
グ
〉

9
1
観
念
法
門
ハ
グ
〉

m、
玄
義
分
ハ
h
H

〉

u、
選
択
集
〈
法
然
）

奥

書

要
文
技
悲
・

浄
土
宗
見
聞

〈下〉

1
、
法
体
過
失
事

2
、
未
顕
真
実
事

3
、
祖
師
誘
法
事
（
タ
イ
ト
ル
の
み
〉

4
、
母
驚
法
師
難
行
易
行
事

5
、
同
難
破
事

6
、
道
縛
禅
師
聖
道
浄
土
事

7
、
同
難
破
事

8
、
善
導
和
尚
立
正
雑
二
行
事

9
、
同
難
破
事

ω、
法
然
門
弟
等
諸
説
事

日
、
法
華
経
与
観
経
前
後
事

ロ
、
法
華
弥
陀
与
観
経
弥
陀
一
異
事

第
五
巻

一
二
九

一
三
五

一一二六

一
三
九

一
四
一
一
五
七

七七七七六六六六六六六五
七五二 O九八七四四三 O八
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日
、
天
台
念
仏
事

M
、
善
光
寺
阿
弥
陀
仏
違
目
事

店
、
議
心
僧
都
並
永
観
律
師
事

時
、
法
然
事
（
略
歴
の
み
〉

げ
、
浄
土
宗
七
箇
制
誠
（
七
箇
条
起
詩
文
〉

目

、

善

導

和

尚

遺

誠

一

印
、
称
名
問
答
集

要
文
抜
奉

加
、
大
勢
至
菩
躍
経

幻

、

首

拐

厳

経

－

n、
浄
土
宗
立
義
事

お
、
念
仏
者
所
追
事

奥

書

一
八
一
一
八
六

一
九
O

一
九
O

一
九
一
一
九
三

一
九
四

一
九
六

一
九
七

一
九
八

二
一
四

二
二
一

( 93 ) 

本
来
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
の
逐
一
を
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
控
え
る
。
た
だ
し
、
上
・
下
二
巻
に
つ
い
て
大
雑
把
に
い

え
ば
、
上
は
滞
土
宗
の
依
経
・
依
論
の
要
文
抜
翠
で
、
下
は
浄
土
三
師
の
主
張
の
紹
介
と
そ
の
難
破
、
以
下
浄
土
家
に
関
す
る
素
材
の
提

供
で
あ
る
。

拙
稿
は
、
三
十
四
項
目
中
に
引
か
れ
る
経
論
釈
と
そ
の
吟
味
、
宗
祖
の
念
仏
破
の
次
第
と
そ
の
比
較
、
そ
し
て
、
破
立
の
素
材
の
一
つ

と
し
て
『
浄
土
初
学
抄
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
の
三
点
に
問
題
を
絞
り
込
み
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

2 
な
お
以
下
少
し
く
論
の
展
開
を
試
み
る
に
お
い
て
、
金
網
集
の
対
浄
土
宗
観
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
下
の

1
、
「
法
体
過
失
事
」
・

ナ

日

品

P
ヒ

テ

品

ル

ナ

F

「
未
顕
真
実
事
」
中
に
象
徴
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
権
実
判
に
立
ち
、
最
澄
の
『
照
権
実
鏡
』
の
「
方
便
説
。
故
暫
用
後
捨
。
」

〈
伝
全

金
銅
集
の
検
討
ハ
中
傑
〉



金
網
集
の
検
討
ハ
中
傑
〉

二
l
七
頁
〉
を
援
引
し
て
、
浄
土
三
部
経
を
方
便
権
教
と
判
ず
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
爾
前
無
得
道
論
に
あ
る
こ
と
を
前
も
っ
て
念
言
す

る
も
の
で
あ
る
。

(a) 

引
用
経
論
釈
と
そ
の
吟
味

諸
宗
の
破
立
の
素
材
と
し
て
金
網
集
が
編
ま
れ
た
と
前
に
述
べ
た
が
、
浄
土
宗
見
聞
上
・
下
に
は
浄
土
宗
関
連
の
典
籍
が
ほ
ぼ
網
羅
さ

れ
、
尾
大
な
番
冊
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
主
た
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
浄
土
三
部
経
、
法
華
経
の
方
便
・
分
別
功
徳
・
薬

王
の
三
品
、
無
量
義
経
、
浬
梁
経
、
報
恩
経
、
鼓
音
声
経
、
平
等
覚
経
、
不
思
議
諸
仏
所
護
念
経
、
無
量
寿
観
行
供
養
儀
軌
、
往
生
論
、

十
住
昆
婆
沙
論
、
往
生
論
注
、
安
楽
集
、
善
導
の
五
部
九
巻
の
書
、
文
旬
、
玄
義
、
止
観
、
弘
決
、
文
句
記
、
大
論
、
観
智
儀
軌
、
法
華

三
味
餓
儀
）
十
疑
論
、
起
信
論
、
西
方
要
決
、
群
疑
論
、
慈
雲
伝
、
霊
応
伝
、
照
権
実
鏡
、
日
本
書
紀
、
五
祖
伝
、
往
生
伝
、
選
択
集
、

一
一
期
物
語
、
唯
信
抄
、
往
生
拾
園
、
他
、
表
〈
I
〉
の
項
目
の
典
籍
等
々
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
引
用
経
論
釈
を
丹
念
に
検
す
る
と
、
ほ
ぽ
正
確
に
記
さ
れ
、
現
時
点
未
検
索
な
も
の
は
、
闇
王
俄
悔
経
、
慈
雲
伝
、
四
天
王

寺
日
記
、
聖
徳
太
子
伝
、
表
（
I
〉
の
下
の
問
、
－

m、
・
初
、
等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
、
遺
文
に
見
ら
れ
ぬ
も
の
は
、
今
い
う
未
検
索
な
典
籍
と
不
思
議
諸
仏
所
護
念
経
、
無
量
寿
観
行
供
養
儀
軌
、
唯
信
抄

（
聖
覚
の
名
は
引
く
〉
等
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
祖
の
弘
教
の
基
本
姿
勢
は
折
伏
に
あ
っ
て
、

そ
の
教
学
の
特
色
の
一
つ
に
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
経
論
釈
等
を
引
用
し

て
、
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
極
め
て
旺
盛
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
、
か
か
る
姿
勢
は
金
網
集
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
道
紳
が
『
安
楽
集
』
に
引
く
大
集
経
の
月
蔵
分
の
文
と
、
智
顕
撰
と
い
わ
れ
る
『
浄
土
十
疑
論
』
と
の
吟
味
態
度
を
見
れ
ば
明

瞭
で
あ
る
。



述
べ
る
に
留
め
、
そ
の
吟
味
は
な
い
。

V

へ

キ

大
集
経
無
之
、
其
上
文
言
可
レ
有
様
ナ
シ
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
此
師
之
誤
」

「
有
コ
月
蔵
経
何
処
こ
し
か
ら
ば
、

金
綱
集
は
と
い
う
と
、

（
同
二
三
五
四
頁
〉
の
図
録
二
番
に
、
「
安
楽
集
云

ナ

日

テ

J

J

Z

キ

且

ナ

p
a
r

当
今
末
法
是
五
濁
悪
世
唯
有
＝
浄
土
一
門
－
可
＝
通
入
－
路
」
と

「
道
縛
難
破
事
」
に
、

表
ハ
I
〉
の
下
の

7
、

「
此
文
都

一
に
、
宗
祖
は
『
一
代
五
時
図
』
（
定
造
二
二
八
四
頁
〉
・
『
和
漢
王
代
記
』

大
集
月
蔵
経
云
我
末
法
時
中
億
々
衆
生
起
行
修
道
未
ν有
二
人
得
者
－

2
六
九
頁
〉
と
喰
し
、
日
全
の
『
法
華
問
答
正
義
抄
』

は
金
綱
集
に
準
じ
て
、

ハ
七
頁
ノ
裏
）
と
決
め
、

行
学
日
朝
に
至
る
と
「
月
蔵
経
ユ
今
ノ
文
無
レ
之
、

憶
説
也
」

〈
宗
全
一
五

l
八
六
頁
）
と
の
断
を
下
す
の
で
あ
る
。

三
祖
良
忠
が

《

uv

（
浄
全
七
ー
一
九
五
頁
）
と
の
言
で
、
以
下
こ
の
取
意
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

因
に
浄
土
家
に
あ
っ
て
は
、

大
集
経
の
か
か
る
一
文
に
つ
い
て
、

『
選
択
伝
弘
決
疑
抄
』
に

「
此
レ
取
窓
ノ
文
ナ
リ
」

次
に
、
天
台
智
顕
の
『
浄
土
十
疑
論
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
宗
祖
は
『
一
代
五
時
継
図
』
の
「
天
台
念
仏
事
」
中
に
、

一
玄
・
・
・
・
・
」

「
十
疑
第
四
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ハ
定
遺
二
四
三
九
頁
〉
と
L
て
本
書
を
引
用
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
『
浄
土
十
疑
論
』
は
、
往
生
浄
土
に
関
す

る
十
箇
の
疑
問
を
掲
げ
、
そ
れ
に
回
答
を
示
し
て
西
方
往
生
を
勧
め
た
も
の
で
、
古
来
智
頗
の
真
撰
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
来
た
が
、
現

円
相

u
v

在
で
は
後
代
の
仮
托
の
書
で
あ
る
こ
と
が
学
界
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
偽
作
説
が
定
着
す
る
迄
の
紹
介
及
び
そ
の
背
景
等
に
つ
い

て
は
控
え
る
が
、
か
か
る
偽
作
説
を
最
初
に
唱
え
た
の
が
、
法
然
と
時
代
を
同
じ
う
し
た
叡
山
の
宝
地
房
証
真
で
あ
る
。
証
真
は
『
法
華

《
時
》

玄
義
私
記
』
の
巻
五
の
末
に
、

ω智
顔
よ
り
後
出
の
玄
奨
訳
の
『
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
を
引
く
事
、

ω
『
西
域
記
』
に
よ
っ
て
、
世
親
・

師
子
覚
等
の
旧
話
を
転
載
す
る
と
い
う
事
、
の
二
点
を
指
摘
し
て
、
智
顕
真
撰
説
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
金
網
集
は
下
の
路
、
「
天
台
念
仏
事
」
中
に
お
い
て
、
恐
ら
く
『
法
華
玄
義
私
記
』
か
ら
の
取
材
で
あ
ろ
う
が
、
指
摘
の
ニ

官
テ
ヤ

「
今
云
十
疑
－
二
論
一
伝
ヲ
引
ケ
リ
倶
－
一
新
訳
也
、
大
師
之
御
在
生
之
時
無
ν之
、
如
何
可
ν被
レ
引
乎
、
・

．．
 

点
を
厳
し
く
吟
味
し
て
、

金
網
集
の
検
討
ハ
中
傑
〉



金
網
集
の
検
討
〈
申
傑
〉

キ

・
・
不
審
無
レ
極
者
也
」
ハ
一
八
六
頁
〉
と
結
ん
で
、
智
頭
仮
托
説
す
な
わ
ち
偽
作
説
を
力
説
す
る
の
で
あ
る
。

《

路

》

《

U
V

《

却

》

因
に
、
良
源
の
『
極
楽
浄
土
九
品
往
生
義
』
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
、
法
然
の
『
浄
土
初
学
抄
』
等
々
に
は
、
十
疑
論
が
重
用
さ
れ

て
い
る
。

(b) 

念
仏
破
の
次
第
と
金
網
集

「
念
仏
無
問
、
禅
天
庭
、
真
言
亡
園
、
律
国
賊
」
と
は
、
宗
祖
の
諸
宗
破
折
を
標
語
化
し
た
成
句
で
、

「
四
箇
格
言
」
と
し
て
有
名
で

あ
る
。今
は
、
宗
祖
の
念
仏
破
の
次
第
を
一
瞥
し
て
、
金
網
集
と
比
較
す
る
。

（
定
遺
三
二
六
頁
〉
・
『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
』

ま
ず
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
番
』

（
同
六
六
三
頁
〉
・
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』

同
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一
五
五
三
頁
〉
等
に
よ
れ
ば
、
幼
少
の
頃
は
宗
祖
も
弥
陀
念
仏
を
信
仰
し
て
い
た
、
と
の
述
懐
が
あ
る
。

ニ
に
、
そ
の
弥
陀
信
仰
と
訣
別
し
て
い
た
と
い
う
典
拠
が
、
二
十
一
歳
の
処
女
作
の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
ハ
同
一
一

i
二
頁
）
で
あ
る
。

三
に
、
正
嘉
二
年
三
十
七
歳
の
『
一
代
聖
教
大
意
』

ハ
同
七
四

i
五
頁
〉
は
、
未
だ
浄
土
宗
の
祖
法
然
を
批
判
す
る
迄
に
は
至
っ
て
い

偽
』
、

0

4
I
H
B
h
w
 

四
に
、
宗
祖
の
法
然
批
判
の
初
出
は
正
元
元
年
三
十
八
歳
の
『
守
護
国
家
論
』
で
、
そ
の
序
文
ハ
同
八
九
i
九
O
頁
〉
に
も
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
専
ら
法
然
の
著
の
『
選
択
集
』
を
破
折
す
る
た
め
の
番
で
、
語
法
の
番
と
決
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
ら
ば
、
何
ゆ
え
に
宗
祖
は

誘
法
の
書
と
断
定
さ
れ
た
の
か
。
定
遺
一

O
四
頁
・
一

O
七
頁
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
浄
土
三
師
及
ぴ
源
信
は
、
法
華
真
言
を
捨
閉
閣
描
の

対
象
か
ら
除
外
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
然
は
「
準
之
思
之
」
し
て
、
法
華
真
言
を
も
難
・
聖
・
雑
の
中
に
含
め
判
じ
た
と
こ
ろ
に
誘

法
の
根
源
あ
り
、
と
断
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
当
然
の
ご
と
く
本
書
の
批
判
の
対
象
は
法
然
で
あ
っ
て
、
浄
土
三
師
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
な



お
『
災
難
対
治
抄
』

〈
同
一
六
七
頁
〉
・
『
立
正
安
国
論
』

（
同
二
一
四

3
五
頁
〉
・
『
一
代
五
時
図
』

（
同
二
二
八
三

5
五
頁
〉
等
は
、

『
守
護
国
家
論
』
の
分
域
内
の
番
で
、
法
然
破
で
あ
る
。

五
に
、
浄
土
三
師
に
対
す
る
批
判
の
開
始
は
、
弘
長
二
年
四
十
一
歳
の
身
延
曽
存
の
『
顕
誘
法
抄
』
で
、

土
・
難
行
易
行
・
正
行
雑
行
は
、
源
と
十
住
昆
婆
裟
論
に
依
。
彼
本
論
に
難
行
の
内
に
法
華
真
言
等
を
入
と
調
は
僻
案
な
り
。
論
主
の
心

「
曇
驚
・
道
縛
等
の
聖
道
浄

と
論
の
始
中
終
を
し
ら
ざ
る
失
あ
り
。
」

ハ
同
二
七

O
頁
）
と
、
述
べ
ら
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
浄
土
三
師
が
龍
樹
の
意
を
曲

解
し
て
、
難
行
道
の
中
に
法
華
真
言
を
摂
入
し
た
と
す
る
の
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
降
宗
祖
は
、
法
然
は
勿
論
の
こ
と
浄
土

三
師
批
判
を
色
濃
く
す
る
こ
と
こ
そ
あ
れ
、
撤
回
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
以
下
宗
祖
は
、

「
念
仏
法
華
一
体
義
」
、

「
天
台
宗
の
念
仏
に

対
す
る
批
判
」
、

「
天
台
・
伝
教
の
念
仏
」
、

「
恵
心
の
往
生
要
集
」
、

「
佐
渡
以
降
の
念
仏
批
判
の
展
開
」
、

「
念
仏
・
真
言
両
批
判

の
軽
重
」
等
々
に
つ
い
て
の
展
開
を
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
今
は
略
す
。
な
お
か
か
る
件
に
つ
い
て
は
、
浅
井
円
道
先
生
の
「
法
然
房
源

《却
V

空
と
宗
祖
日
蓮
」
・
「
宗
祖
対
法
然
房
」
中
に
詳
述
し
て
お
ら
れ
る
。
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さ
て
、
叙
上
の
念
仏
破
の
次
第
を
踏
ま
え
て
金
綱
集
を
披
見
す
る
と
、

川
金
綱
集
は
鴛
・
縛
・
導
の
浄
土
三
師
が
法
華
を
難
・
聖
・
雑
の
中
に
摂
入
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
表
ハ

I
）
の
下
の

4
、・

5
、・

6
、・

7
、・

8
、・

9
、
中
に
展
開
さ
れ
、
そ
の
回
答
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
難
破
ノ
事
」
中
に
説
示
さ
れ
て
い
る
。
曇
鷲
は
「
若
除
＝
法
華
経
－

云
筆
無
レ
之
者
、
以
－
－
妙
経
－
入
－
－
難
行
道
－
事
曇
鴛
之
意
明
」
三
六
五
頁
〉
と
、
道
縛
は
「
浄
土
往
生
之
経
ヲ
除
外
ヲ
皆
摂
＝
聖
道
二
五
事
、

道
縛
意
明
」
三
六
八
頁
〉
と
、
善
導
は
「
善
導
ノ
意
、
雑
行
入
＝
法
華
経
等
一
事
分
明
也
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
善
導
天
魔
也
」

（
一
七

0
5
一
頁
）
と
の
結
で
あ
る
。

川
金
網
集
に
あ
っ
て
は
、
宗
祖
が
佐
前
に
い
う
「
正
法
ハ
法
華
真
言
」
と
の
一
言
は
全
く
な
く
、

「
念
仏
真
言
等
ノ
誘
法
ハ
・
・
・
・
」

金
網
集
の
検
討
（
中
傑
〉



金
網
集
の
検
討
ハ
中
傑
〉

ハ
一
七
二
頁
）
と
の
断
で
あ
る
。

仰
幼
少
期
の
弥
陀
信
仰
1
↓
そ
の
訣
別
l
l
v
法
然
破
｜
↓
浄
土
三
師
破
、

の
展
開
と
な
る
念
仏
破
の
年
序
的
経
過
に
つ
い
て
金
綱
集
は

何
ら
語
ら
な
い
。

因
に
、
日
全
の
『
法
華
問
答
正
義
抄
』
に
は
「
私
云
」
と
し
て
、
「
安
国
論
不
破
三
師
但
破
法
然
也
」
（
五
一
頁
裏
〉
と
の
言
を
見
る
。

ω宗
祖
が
法
然
に
用
い
た
、

い
わ
ば
誘
法
の
代
名
詞
「
准
之
思
之
」
の
四
字
に
つ
い
て
、
金
綱
集
は
全
く
語
ら
ず
、
た
だ
下
の

U
、
に

・
・
・
法
然
上
人
、
観
経
之
読
前
大
乗
ノ
句
ユ
法
華
経
ヲ
摂
シ
テ
、
繭
前
経
一
中
何

摂
法
華
ト
釈
シ
、
観
経
等
ハ
法
華
以
前
之
経
タ
ル
事
・
・
・
・
・
経
文
朗
然
・
・
・
・
・
・
・
・
・
今
更
不
レ
可
レ
有
＝
新
義
－
也
」

「
観
経
等
ハ
法
華
巳
前
ト
定
ム
ル
上
ハ
、

ハ
一
七

七
頁
〉
と
の
爾
前
無
得
道
論
に
立
脚
し
て
の
言
を
見
る
の
み
で
あ
る
。

の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
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再
言
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
宗
祖
は
念
仏
批
判
の
対
象
と
し
て
法
然
を
そ
の
初
期
に
お
い
て
大
い
に
研
究
し
批
判
し
、
初
期
回
避
教
学

樹
立
の
た
め
の
、

い
わ
ば
浅
井
博
士
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
、

ア

γ
チ
・
テ
l
ゼ
と
す
ら
し
て
お
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
き
す
れ
ば
、
金
網

集
に
は
当
然
法
然
破
、
特
に
「
准
之
思
之
」
の
四
字
考
等
の
論
断
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の
に
存
せ
ず
、

一
見
奇
異
に
感
．
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
が
、

し
か
し
、
念
仏
破
の
次
第
を
省
略
し
、
直
ち
に
「
浄
土
三
師
破
」
の
展
開
を
試
み
る
と
い
う
構
成
か
ら
見
て
、
そ
の
論

及
等
は
今
更
必
要
と
せ
ず
、
と
の
判
断
の
ゆ
え
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

(c) 

金
網
集
と
浄
土
初
学
抄

「
浄
土
宗
見
聞
」
上
・
下
を
通
観
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
書
中
最
も
頁
数
を
割
く
羽
は
、
下
の

n、
「
浄
土
宗
立
義
事
」
で

あ
る
。
そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
「
浄
土
宗
立
義
事
」
は
遺
文
に
も
引
か
れ
ず
、

か
つ
出
典
も
明
示
さ
れ
ぬ
法
然
著
の
明
浄



土
初
学
抄
』
を
下
敷
と
し
て
、
成
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
「
浄
土
宗
立
義
事
」
の
構
成
を
い
え
ば
、
下
の

6
、
と
同
名
の
「
道
縛
禅
師
聖
道
浄
土
事
」
と
い
う
序
を
設
け
、
そ
れ
を
さ
ら
に

示
し
、

十
一
の
細
目
に
し
て
、
例
え
ば
難
行
道
の
文
証
は
と
の
聞
い
に
十
住
昆
婆
沙
論
を
掲
げ
、
自
力
他
力
の
文
証
如
何
と
し
て
浄
土
十
疑
論
を

等
々
の
問
答
往
復
が
な
さ
れ
、

次
い
で
表
〈
E

三
部
経
の
例
示
あ
る
や
否
や
と
し
て
鋲
護
・
法
華
の
三
部
等
の
答
を
明
か
す
、

品

見

守

J

「
問
、
真
言
中
明
＝
念
仏
往
生
一
乎
」

〈

b
V）
の
よ
う
に
、

O
一
頁
）
と
い
う
真
言
宗
か
ら
始
ま
っ
て
成
実
宗
広
至
る
十
二
宗

（
た
だ
し
、
禅
宗
は
除
く
）
に
、

『
浄
土
初
学
抄
』
を
下
敷
と
し

た
と
こ
ろ
の
念
仏
往
生
の
義
を
明
か
す
た
め
の
記
述
が
あ
る
。

一
方
『
浄
土
初
学
抄
』
と
は
そ
の
名
が
い
み
じ
く
も
示
す
よ
う

に
、
法
然
が
浄
土
宗
入
門
者
の
た
め
の
必
読
の
番
と
し
て
著
わ
し

た
有
名
な
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
二
段
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
段

は
浄
土
十
疑
論
、
西
方
要
決
、
往
生
要
集
を
用
い
て
、
諸
宗
の
学

者
倶
に
念
仏
を
修
す
べ
き
旨
を
明
示
し
、
後
段
は
華
厳
・
天
台

三
論
・
法
相
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
分
律
の
十
一
宗
〈
表

E

八

a
Vを
参
照
〉
の
章
疏
目
録
の
お
よ
そ
一
七

O
部
を
列
挙
し
、

各
宗
の
項
に
浄
土
宗
徒
と
し
て
の
必
読
の
書
を
指
摘
・
推
奨
し

【

m》

て
、
諸
宗
の
教
系
な
ど
を
叙
述
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

金
網
集
の
検
討
ハ
中
傑
〉

r『、

表（E〉

I I 三｜十十九八七｜ 五回三二一公
一一一一一一一一一一〉

思律宗 宗書襲宗 警宗律宗案書宗韓宗 宗請暴宗宗言 霊宗初学堂抄

I _ .1 I_ 
十 六｜五｜四 ~ 十十九八 七 一 一一

〉

成実宗
大乗律宗
律
宗倶舎 摂論万電 地聾方言 法要

一一
華厳宗台宗天
禅
真言宗
浄土立白万義事三

論河電R方b言 ’方＝王F言
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金
網
集
の
検
討
ハ
中
傑
〉

と
す
る
と
、
両
者
の
同
異
、
す
な
わ
ち
、

『
浄
土
初
学
抄
』
と
金
綱
集
の
「
浄
土
宗
立
義
事
」
と
の
同
異
に
つ
い
て
、
そ
の
一
つ
の
典

型
例
と
し
て
、
表
（
皿
〉
の
ご
と
く
地
論
宗
を
以
て
示
す
。

表
〈

E）

「
浄
土
宗
立
義
事
」

宗
全
＝
二
巻
二
一

0
1
一
頁

ム
＠

問
、
地
論
宗
中
明
－
一
往
生
浄
土
一
耶
、
答
、
不
レ
爾
也
、
此
宗
依
慰
華
厳
経
疏
七
巻
、
浬
柴
経
疏
十
巻
、
維
摩
経
尻
、

組

周

辺

調

割

弱

覇

者

－

司

ほ

続

当

需

凶

劃

説

明

創

目

立

覇

岡

家

－

w

」
ノ
節
造
也

I
l
l－
－
＠

1
1
1
1－
－
 

剥
利
樹
叫
｜
南
糊
割
創
ヨ
剤
耐
u
t
－
－
．
持
似
肉
親
淵
割
問
弟
．
告
』
倒
刈
｜
非
．
厳
．
者
割
財
矧
劉
遠
．
也
Y

以
い
一
品
川
為
－
－
祖
師
－
、
北
地
菩
提
流
支
三
蔵
、
其
後
道

｜

｜

｜

I
l
l
i－
－
－
ー
＠

I
l
l
i－
－

I
l
l
i－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ー
マ

A

寵
、
以
ν此
為
＝
祖
師
、
但
日
本
三
論
宗
之
人
、
兼
－
晶
子
此
宗
一
而
不
ν為
－
一
別
宗
六
浄
影
大
師
者
自
欣
＝
都
率
－
既
生
＝
都
率
一
臨
時
レ
然
別
造
＝

θ
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1マ

A
＠

｜

l
i
l
i－
－

I
l
l
i－
－
ー
ー

l
i
l
i－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

無
量
寿
経
観
無
量
寿
経
疏
－
而
伊
極
楽
往
生
－
、
但
自
宗
所
談
者
、
教
証
二
道
六
相
円
融
等
法
門
也
、
六
相
者
、
総
別
同
異
成
嬢
之
六

相
判
刻
刻
剰
劃
草
多
以
－
一
四
宗
一
釈
：
総
門
事
J
、－－

E害
、
五
劃
性
剰

1
コ
剥
副
凶
剰

J
d剥
劇
制
対
副
剥
銅
剣
剰
創
刈
｜
立

富

岡

劉

割

判

制

倒

調

書

割

判

制

覇

勢

調

封

書

1
銅
剣
費
削
調
関
剖
君
刈
｜
約
人
学
－
一
地
論
宗
一
不
レ

能
レ
通
－
－
達
六
相
四
宗
之
法
門
一
者
、
慣
－
一
自
宗
祖
師
慈
遠
大
師
－
、
依
－
一
所
製
之
大
経
観
経
等
解
釈
－
、
可
レ
入
－
一
念
仏
往
生
之
一
門
心
、

勝
霊
経
疏
、

温
室

一
者
南
地
、
二

(100) 

〈
注
〉
マ
：
：
：
：
・
ム

浄
土
初
学
抄
な
し

『
浄
土
初
学
抄
』

マ

A

＠

同

防

｜

」

内

l

e

e

－
マ

此
有
＝
両
家
－
。
一
者
南
地
、
二
者
北
地
、
南
地
者
以
一
一
恵
（
慧
〉
光
一
而
為
－
一
祖
師
、
北
宗
（
地
〉
者
以
＝
道
寵
一
而
為
－
－
祖
師
、
就
－
－

恵
（
懇
）
光
－

F
－
十
人
大
弟
九
一
。

石
井
教
道
編
『
法
然
上
人
全
集
』
八
三
七
1
八
頁



（叉〉

F
一－誠

( 101) 

門
徒
－
、
令
レ
修
コ
都
率
之
業
－
、
閤
レ
毅
雄
レ
浩
二
観
経
疏
等
－
、

A

＠
｜
｜
｜
1
1
1
1－
－

－

1

1

0
－

－

 

者
、
此
調
鍬
。
但
〈
凡
其
〉
所
レ
談
者
、
教
証
二
道
、
六
相
円
融
等
法
門
也
。
六
相
者
、
惣
別
同
異
成
壊
之
六
相
也
。
叉
大
乗
義
章

之
中
、
多
以
－
－
四
宗
－
釈
＝
〈
判
〉
法
門
浅
深
－
。
四
宗
者
、
一
立
性
宗
、
二
破
性
宗
、
三
破
相
宗
、
四
顕
実
宗
也
。
立
性
宗
者
、
昆
劉

意
也
。
磁
性
宗
者
、
成
実
意
也
。
破
相

2
5
者
、
諸
大
乗
（
経
）
空
無
相
謝
創
「
鯛
到
ぺ
割
刈
剥
「
剖
創
出
刻
倒
制
討
謝
創
ω

〈
而
）
感
動
不
レ
勧
＝
西
方
－
（
也
〉
。
是
則
己
所
レ
不
レ
欲
勿
レ
施
＝
於
人
－

（
注
）
マ
：
：
：
・
：
ム

宗
全
な
し

な
お
川
・
・
・
i
z－－－－－
E
・E
・
－
－
－
は
文
の
継
続
の
意
が
示
さ
れ
よ
う
。

ωゆ
l
ー
か
ら
の
ー
ー
の
部
分
が
共
通
す
る
。
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網
集
の
検
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ハ
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傑
〉
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引
〉
を
除
く
十
一
宗
の
総
て
が
、

酷
似
し
て
い
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
以
下
少
な
か
ら
ず
出
入
は
あ
る
も
の
の
、
禅
宗
〈
『
大
乗
起
信
論
』
を
援

《

mv

『
浄
土
初
学
抄
』
を
下
敷
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

両
者
の
細
か
な
同
呉
の
検
討
等
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
る
と
し
て
、
し
か
ら
ば
、
金
綱
集
は
何
ゆ
え
に
『
浄
土
初
学
抄
』
を
援
引

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
一
つ
は
、
破
立
の
た
め
の
索
材
の
提
供
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え

ば
、
そ
の
二
つ
は
、
例
え
ば
か
の
天
台
大
師
も
臨
終
の
利
那
に
は
、
西
に
向
か
っ
て
心
静
か
に
念
仏
を
口
ず
さ
み
つ
つ
限
目
さ
れ
た
と
い

｛

泊

》

：

《

制

w
v

『
智
者
大
師
別
伝
』
の
記
事
等
カ
常
に
念
頭
に
あ
り
諸
宗
皆
願
求
浄
土
を
説
く
『
浄
土
初
学
抄
』
に
深
甚
な
る
興
味
を
持
た
れ
た

うが
ゆ
え
の
、
発
露
の
一
端
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

伺

む

す

び

( 102) 

以
上
極
め
て
荒
い
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

〆
く
く
り
と
し
て
拙
論
の
要
点
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

（
1
）
金
網
集
の
「
浄
土
宗
見
聞
」
上
・
下
中
に
は
、
浄
土
宗
関
連
の
典
籍
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
、
そ
の
吟
味
も
例
え
ば
「
大
集
経
月
蔵

分
」
の
文
、
及
び
『
浄
土
十
疑
論
』
等
極
め
て
正
確
で
あ
る
。

（
2
）
金
網
集
に
は
、
宗
祖
が
示
さ
れ
る
念
仏
破
の
年
序
的
経
過
、
並
び
に
宗
祖
が
誘
法
の
根
源
で
あ
る
と
い
う
「
准
之
思
之
」
等
に

つ
い
て
の
叙
述
は
な
く
、
浄
土
＝
一
師
破
の
展
開
を
大
き
く
試
み
て
い
る
。

〈
3
〉
金
綱
集
の
「
浄
土
宗
立
義
事
」
は
、
法
然
著
の
『
浄
土
初
学
抄
』
を
下
敷
と
し
て
成
っ
て
い
る
。

等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

「
応
永
二
十
七
年
六
月
二
十
六
日
」
の
奥
付
け
の
有
す
る
「
浄
土
宗
見
聞
」
上
、
そ
し
て
、
「
嘉
暦
二
年
卯
月
十
九
日
、
申
魁
於
－
一
久
遠



寺
－
書
＝
写
之
－
畢
、

早
早
番
之
問
、

F

A

h

v

z

 

可
レ
秘
可
レ
秘
」
と
の

チ

キ

此
則
甚
深
無
レ
極
御
法
門
也
、

J

キ

ナ

ル

文
字
誤
可
＝
万
多
－
欺
、

敢
不
レ
可
レ
及
ニ
外
見
－
也
、

奥
書
の
あ
る
「
浄
土
宗
見
聞
」
下
、

〔注〕ハ
1〉

（

2）
 

に
は
か
か
る
問
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

現
在
の
自
己
の
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
叱
正
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
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宗
全
二
ニ
（
例
一
吉
田
一
頁
〉
参
照

宮
崎
英
修
氏
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
〈
一
ニ
九
頁
〉
・
「
日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
」

所
収
〉
、
京
全
一
三
〈
例
言
一

l
五
頁
〉
、
金
網
集
の
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
の
奥
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
三
（
例
言
一

t
五
頁
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

六
五
J
六
頁

渡
辺
宝
陽
氏
『
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
』
ハ
一
三
五
J
七
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿
「
金
網
集
の
一
考
察
」
〈
四
三
九
J
四
O
頁
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿
四
四

O
頁

拙
稿
四
三
七
頁

三
九

t
四
三
頁

四
六

t
六
六
頁

四
四
ニ

t
五
O
頁

仏
教
大
系
『
選
択
集
』
（
一
五
二

t
六
O
頁
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

仏
書
解
説
大
辞
典
・
ハ
六

l
八
九
頁
）
、
持
土
宗
大
辞
典
〈
二
｜
二
九
六
J
七
頁
〉
参
照

島
地
大
等
民
「
天
台
の
浄
土
十
疑
論
」
〈
二
五

t
九
頁
『
六
条
学
報
』
八
号
所
収
）
、
妻
木
直
良
氏
「
天
台
の
浄
土
十
疑
論
に
就
て
」
（
＝
一
七

t

六
二
頁
『
六
条
学
報
』
一

O
O号
所
収
〉
、
山
本
仏
骨
氏
「
安
楽
集
と
天
台
十
疑
論
の
交
渉
而
」
（
一
四
六
J
五
七
頁
『
真
宗
研
究
』
二
輯
所
収
〉

等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

日
仏
全
三

G
七
頁
ハ
下
〉
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（
三
六
六
頁
『
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
』

〈時）
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網
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ハ
中
傑
〉
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滞
全
一
五

l
三
O
頁

恵
全
一

l
二
三
二
頁

法
然
上
人
全
集
八
三
ニ
J
三
頁

九
九

t
一
二
九
頁
『
法
華
文
化
研
究
』
三
号
所
収

二
二
J
四
三
頁
『
大
崎
学
報
』
一
二
八
号
所
収

仏
書
解
説
大
辞
典
（
六

l
八
O
I
一
頁
）
、
浄
土
宗
大
辞
典
ハ
ニ

l
三
O
ニ
t＝
一
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

他
は
省
略
す
る
。

大
正
蔵
経
五

O
l
一
九
六
頁
（
上
〉

佐
藤
哲
英
氏
『
天
台
大
師
の
研
究
』

（
六
四

t
六
頁
〉
、
石
田
瑞
磨
氏
『
浄
土
教
の
展
開
』

。ニO
J二
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(104) 


